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Ｎｏ ブロック 地域 事業概要 進捗概要

1 北海道
北海道
北見市

＜災害対策＞
地震、雪害等の非常時における住民への迅速な情報提供、平時における防犯対策、高齢
者等の見守り等の実現に向けて、ＧＩＳと連携した住民への情報配信サービス「メール＠き
たみ」や医療・介護間の情報共有システム「北まるnet」を構築し、災害に強いまちづくりを
推進する。

○10月18日 シンポジウム開催
○現時点 システム仕様検討中
○２月上旬 実証実験開始

2
宮城県
大崎市

＜コミュニティ＞
市民ICTサポータ制度事業（市民によるイベント・危険箇所情報発信）、みんなで見守り
サービス（民生委員、介護士、市職員等コミュニティによる見守り）及びWiFi街灯サービス
（災害に強いネットワークを構築し、人の回遊性を調査）を実施し、コミュニティ活用による
見守り・地域活性化等を実現する。

○10月18日 第１回シンポジウム開催
○現時点 システム開発中
○12月20日 第２回シンポジウム開催
○12月下旬 市民ＩＣＴサポータ事業に係る実証実験開始
○２月下旬 第３回シンポジウム開催

3
福島県

会津若松市

＜人材育成＞
産官学公官が連携することによって、地域社会の共通ＩＣＴインフラの構築やビッグデータ
の利活用によるアナリティクス人材の育成等を実施し、地域活性化・新産業の創出等を実
現する。

○現時点 システム開発中
○12月17日 シンポジウム開催
○１月 アナリティクス人材の育成に係る実証実験開始

4
群馬県
前橋市

＜医療・健康、教育＞
社会情報認証基盤と共通ID、ICカードを活用し、分野複合的な情報を有機的に統合するこ
とによる母子健康ポータル・前橋マイページの実現やICTまちなかキャンパス等の実施を通
じて、医療・教育環境の更なる高度化を図る。

○９月13日 第１回シンポジウム開催
○現時点 母子健康ポータルシステム等の主要システム開発中
○１月中旬 母子健康ポータル、前橋マイページに係る実証実験開始
○２月７日 第２回シンポジウム開催
○２月上旬 ＩＣＴまちなかキャンパスシステムに係る実証実験開始

5
山梨県

市川三郷町

＜コミュニティ＞
地域情報連携基盤（広域SNS）による、コミュニティを活用した地域活性化に取組むとともに
医療情報連携システム・災害対応管理システム（災害時における各種指示事項を一元管
理するシステム）との連携による、健康管理支援、災害時応急対応を実現する。

○９月29日 シンポジウム実施
○現時点 システム開発中
○12月15日、１月13日 広域ＳＮＳを活用した防災訓練

6
富山県
富山市

＜コンパクトシティ＞
富山市が掲げている「歩いて暮らせるまちづくり」を実現に向けて、サイネージやスマート
フォンを活用した、まちあるきのための情報配信プラットフォーム等を構築、歩行者の動態
情報を収集・分析し、コンパクトシティ戦略の推進を図る。

○現時点 システム開発中
○12月21日 シンポジウム開催
○１月 まちあるきのための情報配信に係る実証実験開始
○２月中旬 歩行者の動態調査に係る実証実験開始

7
石川県
七尾市

＜観光＞
CATV回線等を活用したクラウド型WiFi環境の実現による、観光客、高齢者等の情報弱者
に対する平時（公共交通情報、イベント情報等）／非常時（ハザードマップ等）の情報発信
等を通じて、観光客等の動態情報の収集・分析による観光農水産業の活性化を図る。

○現時点 システム開発完了
○11月11日 シンポジウム開催
○11月中旬 クラウド型WiFiに係る実証実験開始

8 東海
三重県
玉城町

＜公共サービス＞
民産学公官が利用可能な「玉城町きずなビッグデータ」の構築により、行政が保有する
データ、住民が様々なサービスを利用することで発生する行動（履歴）データ等を共通IDに
よってひも付けし、ポータルサイトを活用した自治体情報通信、防災情報通信、検診情報
通信、要援護者情報通信、買い物支援、配食サービス等に活用する。

○現時点 システム開発中
○１月上旬 実証実験開始
○２月中旬 シンポジウム開催

9
大阪府
箕面市

＜教育＞
小中学校においてタブレットを活用した双方向授業の実施、児童一人一人にIDを付与する
ことによる通学路の安全確保を実現に加えて、サイネージを通じた国際協力都市との交流
により、子どもたちの「知・徳・体」のバランスのとれた力の習得と地域コミュニケーションの
再生を図る。

○現時点 システム開発中
○２月上旬 実証実験開始
○２月下旬 シンポジウム開催

10
兵庫県
淡路市

＜コミュニティ＞
共通IDと位置情報、オンデマンドバスの運行情報、防災情報等の行政からの情報発信を
連携させることでオンデマンドバスサービスや利用者の現在地に適した情報配信を実現す
る。

○現時点 システム開発中
○１月14日 オンデマンドバスに係る実証実験開始
○２月９日 シンポジウム開催

11
奈良県
葛城市

＜公共サービス＞
共通ID・市民サービス統合型プラットフォーム等を活用した平時/非常時それぞれに対応し
たサテライト市役所、人材育成コミュニティ等の取組を通じて自助共助型地域コミュニティ
再生の場と機会を創出する。

○現時点 システム仕様検討中
○１月上旬 自治体クラウドに係る実証実験開始
○２月末 シンポジウム開催
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12
鳥取県
米子市

＜環境・エネルギー＞
共通プラットフォームを介して、電力・生活・防災等の情報を組み合わせ、平時はライフスタ
イルに応じた節電支援・エネルギー地産地消等、災害時はテレビ活用による情報弱者への
個別災害情報の提供を行うことにより、放送・通信・エネルギーの融合による新たな生活価
値の創出を目指す。

○現時点 システム開発中
○１月30日 シンポジウム開催
○１月上旬 個別災害情報の提供に係る実証実験開始
○１月中旬 エネルギーの地産地消に係る実証実験開始

13
岡山県
真庭市

＜農林水産＞
ロボットセンサーを活用した森林資源のモニタリング、土地を共通IDとして行政情報・地理
空間情報を共有・活用する森林・林業クラウドの構築等により、ICTを活用した高度な森林
保全と資源活用の両立を図る。

○現時点 システム仕様確定
○１月24日 シンポジウム開催
○１月上旬 森林資源量のモニタリングに係る実証実験開始
○２月中旬 森林・林業クラウドの活用に係る実証実験開始

14 徳島県

＜安心・安全＞
放送と通信を融合した「JoinTV」を導入し、住民の身近なデバイスであるテレビやスマート
フォンを通じた見守り等の高齢者支援や災害情報等を配信することで、高齢者支援、災害
対策支援、地域活性化という地域が抱える課題解決を図る。

○10月20日 テレビを活用した避難訓練に係る実証実験開始
○現時点 システム開発中
○1月19日 第２回避難訓練
○３月７日 シンポジウム開催

15
愛媛県

新居浜市

＜バリアフリー＞
ＩＣＴバリアフリーシステムの構築により、平時には観光・移動サービス、緊急時・災害時に
は避難・救護サービスを提供することで、高齢者を含むすべての人々に安全・安全の実現
を目指す。

○11月8日 シンポジウム開催
○現時点 システム暫定版開発
○11月中旬 観光・避難情報配信に係る実証実験開始

16
愛媛県
松山市

＜観光＞
市民の健康づくり及び観光客の街歩きサポートのため、地図と連動したウォーキングマッ
プや観光案内等を閲覧可能なスマホアプリを開発。「歩く」をキーワードに市民の健康増進
及び観光客の回遊性・滞在時間向上を図り、緊急時には防災地図アプリとして活用。

○10月28日 観光・健康・防災アプリ開発
○10月中旬 観光・健康情報配信に係る実証実験開始
○３月上旬 シンポジウム開催予定

17
福岡県
糸島市

＜安全・安心＞
子供・高齢者を中心にICカードを配布し、学校の校門に設置したゲートやバスに設置した
リーダ等により、様々なタイミングで動態情報を収集することによる見守り等を実施。非常
時には安否確認、避難誘導等に活用。

○11月８日 システム開発完了
○11月30日 ＩＣカード活用した避難訓練に係る実証実験開始
○１月末 シンポジウム開催

18
佐賀県
唐津市

＜観光＞
市民・観光客を対象として投稿写真や気象センサー情報を表示する地図サービス等を提
供し、高齢者を対象としてタブレットを通じたバイタル管理と問診システムの提供による見
守りサービスを実施。

○現時点 システム開発中
○12月上旬 地図サービスに係る実証実験開始
○１月 タブレットを用いた見守りサービスに係る実証実験開始
○２月下旬 シンポジウム開催

19
佐賀県
武雄市

＜農林水産＞
ハウスに各種センサーを設置し、監視の省力化やデータ分析に基づ営農指導の強化・栽
培技術の向上を実現するとともに、農業従事者が測定するバイタルデータを活用し、市保
健師による保健指導や農作業中の安全確保を促進する。また、農産物はブランド化し
FacebookでPRを行い、基幹産業である農業の振興を図る。

○９月 ＩＣＴ/クラウドを利用した農業システム開発
○10月 センサーを活用した農業の生産管理に係る実証実験開始
○10月末 予防医療システム開発
○11月2日 シンポジウム開催
○12月末 ＳＮＳを利用した農産物の販路拡大に係る実証実験開始

20
沖縄県
名護市

＜防災・観光・環境・エネルギー＞
気象、潮位、電力等のセンサー等からのリアルタイムデータ、SNS等を連携させ、住民・観
光客への緊急時の避難情報、観光客に対する現在位置に関連した観光情報、企業への
電力消費量、省エネ施策情報等の提供を実現。

○現時点 観光情報・避難情報配信システム開発中
○１月中旬 観光情報・避難情報配信に係る実証実験開始
○２月中旬 シンポジウム開催

21
沖縄県

久米島町

＜観光＞
公衆WiFi網を構築したうえでタブレット端末を活用した高齢者の見守り、農水産物の生産者
と消費者のマッチング、観光情報・防災情報配信を実現する。

○現時点 システム開発中
○12月19日 シンポジウム開催
○12月中旬 見守り・地域活性化・観光に係る実証実験開始
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